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　 Abstract

Inthis　report ，　on　the　research 　which 　is　carried 　out 　in　SappQro　and 　4　cities　from「995　to　1997，　 we 　shQw 　a　cQIQr

imag［nation 　on 　some 　questions　of　a　 townscape．　We 　shall 　use 　these　results 　 for　a 　color 　pFanning．　We 　take　up 　the

items　on 　a　Golor 　in　this　research ．　 ln　this　time，　we 　 consider 　the　200010rs 　from　the　top　in　the　relative　frequenoy．　 The

followings　are 　the　contents 　 in　this　report ．

I　Preface

　 We 　shOw 　the　Outiine 　for　this　research （the　research 　areas ，　 the　d［stributlon 　and 　 the　collection ，　the 　items　on 　this

research ）and 　the　color 　ch 「ps　whlch 　are 　used 　Inthis　research （the　Golor 　difference　amount 　colOr 　chips ．　the　value

ofL
★

，　atand 　b★〉．

21℃ o 】or 　Pollutionl’

　 We 　consider 　the　reason 　which 　we 　take　up 　
IIColor

　Pollution「lt
　and 　the　top　20　colors 　on 　the　image　Color　of　

IIColor

F’olLution
”．　The 　fol［owings 　are 　the　results 　in　thi＄ chapter ，

　1，Vivid　red 　isthe　highest　rate　of　65％，　other 　colOrs 　are 　 considerably 　Iower　values 　 than　 vivid　red ．

2．丁he　chroma 　values 　with 　the　we 「ghted　average 　are 　50−55　both　male 　and 　female　The 　Iightness　values 　are 　60　in

　 female．45　in　 ma ［e ．

311Livel「ness ”
，

1’Qu 「etnessll　and 　

I’Good 　Sense
”

　 We 　consider 　the　colors 　which 　are 　imaged 　on 　the　three　common 　words ．　These　are 　the　top　20　colors ．　The

†ollowlngs 　are 　the　results ［n　this　chapter ．

　1．We 　can 　not 　show 　a　oonsiderably 　high　rate　color 　of　over 　50％．

2．We 　can 　not 　show 　a　b「g　difference　between　male 　and 　fema「e，

400nolusion

要　旨

　本研究は ，1995年か ら ］997年の 問 に北海道札幌市とそ の近郊 4 市で 実施 した調査結果 を基に ，街並 みに関する

幾つ かの 項 目 に対する色の 持つ イメ
ー

ジを明らかに し，色彩計画の基礎資料に しようとするもの である 。 調査項 目

は多岐にわたるが ，こ こ で は色彩 に関す る項 目を取 り上げる 。 今回は，出現頻度上位 20 色に つ いて考察する 。 以

下に ，論文項 目を載せ る。

］　 は じめ に

　ア ン ケー トの 概要 （調査 地区
・調査票の 配布回収状況 ・質冏項 目 〉を述べ ，使用 した色票の概要 （使用力ラ

ー
チ ッ

　プ間の 色差 ・使用色票の平均値による じ 1 ♂ ， け の等値 ）を示す。

2　 「騒色」 につ い て

　　「騒色」を取 り上げた理由 ・「騒色」の 理解 ・上位 20色 の 回答率に つ い て 考察する。以下 に こ こ でえ られ た結

　論 の 概略を 示す。1 「さ えた赤」が 650／o も の 高い 値を示 し，他 の 色 を引離 して いる。2加重平均 による彩度 は男

　女と も に 50〜 55で ，明度は女性 が 60，男性が 45 程度 で ある。

3　 「活気」「落ち着ぎ」「セ ン ス」に つ いて

　　一
般的 に使用され て い る 3 つ の 言葉 か ら イ メ ージ さ れ る 色 に つ い て ，こ こ で も上位 20 色を取 り上げ考察する。

　　以下 にここでえられた結論の概略を示す。1500 ／o を越える高い値を示す色は見当た らな い 。2 加重平 均 に よ

　る明度 ・彩度におお きな男女差 がみられな い 。

4　 まとめ

［＝＝＝＝＝＝＝ 一 ＝：＝：］ 225 ［一 ＝：：＝コ
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1　 は じめに

　建築 において ，色彩は 「かたち」と同様極め て 重要

な要素で ある にもかかわ らず健 築計画にあ っ て は「か

たち」・プラ ン に対す る研究
・
教育が主体で、色彩は

なぜか片隅 に追い や られ て い る印象を否定できな い 。

こ の様な現状認識に立ち．本研究は ，実態調査 による

幾つ か の 建築イメ
ー

ジ に対する色の選択傾向を明らか

に し，街並 み に 関す る 色彩計画 の 基礎的資料にするも

のである 。 さ らに F 調査範囲を考慮 して ，北海道 にお

ける街並み色彩の基準 として 発展 さ せた い と考える。

　こ の研究に使用 した実態調査は平 成　7 ・8 ・9年に

札幌
・小樽 ・

石狩 ・北広島の 札幌近郊 33地区 を選定

し，持ち家居住者 を対象に実施し た。調査地区は ，地

区計画実施地区 とこれに近接する地区計画の 非実施地

区として い るが，今回の 考察で は地区計画実施 の 有無

につ いては触れない 。調査地区の概要を図 1に示す。

調査は以下の手順で行 っ た 。 色票 （93色）を持参 し、

該当地区の 全世帯を訪問した 。 こ の 時 ，調査対象は 中

学生以上の 同居家族数を質問 した 。 さらに，調査対象

家族数 に該当する調査票と色票をセ ッ トに して封筒 に

入れ 、記入 を依頼 した 。 後日，こ れ らの ま とめ て 回収

した。その結果 ，22，20／oの家庭で調査票を受け取っ て

も らえた 。 調査地区 に よるバラ ツ キはあるものの各家

庭に配布 した調査票に対する全体の回収率 は 89．60／o

で あ っ た。有 効デ
ー

タ は 6368票であ っ た 。 色票の 汰

き さ は ア ン ケー ト用紙と 同 じ B4 と し，これに 1cm

四方の色紙を貼りつ けたも の で ある。又 1 色紙の添付

状況 は表 2と同 じ並 びとした 。 地区別に 見た調査票の

配布回収状況を表 1 に示す 。 調査項目は大き く  回答

者の属性 （年齢 ・性別 ・職業
・
居住 年数等），  住宅

の 状態 （面積
・構造 ・付帯設備 ・屋根壁な どの塗り変

え
・
地 域景観 との関わ り等），  コ ミ ュ ニ テ ィ 意識 （近

隣関係 ・町内会 活動
・
街 づ くり等），  建築協定へ の

賛否 （屋根な どの 高さ
・
壁屋根の色 ・植栽の種類など）1

  イメ
ージ色 （「騒色」・落着いた街並み ・活気 σ）ある

街並 み
・
セ ン スの い い 街並み），で あ る 。尚．こ の調

査は持ち家居住者の コ ミ ュ ニ ィ テ ィ 意識や居住地に対

する意識を地区計画実施の有 無を軸 に考察するために

実施 した。従 っ て ，街並み色 彩は居住地に対する意識

の 1部と して 位置付けら札 調査全体が本研究の 目的

のた めに作成さ れ た も の で はな い 。又 ，地区計画実施

の有無と色彩選択の 関係に つ い て は各地区のサ ン プル

数の関係か ら触れない事 と した 。

　 本研究 で はそ の 内 ，  を取 り上げる 。   の 質問は ，

図 1 調 壹 地 区

表 1 調査表 の配付回収
一

覧
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表 2　使用色票 の 色差等
一

覧

，、．、彩 ’、r ’　、
榿 （Or ） 榿 （yo ）

y 　 8　
，

（Yg）
r　 9 同 r

（bg）
1　，
青 （gb）

目 目　 、
（pb）

、P ’
　
、，
（pr）

1　 WIVI 　 V 准Ov215v424v629v838v1043v1252v1457v1666v1871v2080v2285v24
91．35 L＊ 52．5062 ．6375 ．1485 ．3572 ．8958 ．5863 ．1349 ．8847 ，1944 ．7848 ．3446 ，86一
〇．40 a＊ 60 ．0248 ，6818 ．56 一4．44 一43．68 一46．43 一37．8 一13．346 、4920 ．0125 、924 フ．36
3、51 b＊ 24．1041 ．1258 」781 ，7837 ．8020 」9 一2．51 一22．27 一31，63 一28．69 一15．644 ．9，

1．72 色差 2，793 ．612 ，42 ．082 ．071 ．362981 ．27t786 ．923 ．783 ．08
2）Lt，GyBright（b） 1Db216 ）b425 ）b630 ）b839 ）b1044 ）b1253 ＞b1458 ）b1666 ）b1872 ）b2081b2286 ）b24

84．36 L＊ 65．5369 ．3179 ．4で 86、0978 ．9271 ．0765 ．8560 ．3360 ．4157 、5361 ．1262 ．99一
〇．048 a ＊ 44．6334 ，7313 ．32 一5．42 一28．09 一38．50 一36．67 一18．44 一1．7216 ．7929 ．0537 ．66
3、76 b＊ 29．1239 ．9651 ．9368 ，5958 ．2416 ．51 一

〇．36 一23，04 一26．47 一27．09 一14．874 ．29
0．72 色差 5」77 ．456 ．933 ．003 ．706 ．903 ．402 ，902 ．992 ．442 ．291 ．55
3）Lt．，GyLight  12）lt217 ）1t426 ＞lt63Dlt840 ）lt1045 ）rt1254 ）lt1459 ）lt1667 ）lt1873 ）lt2082 ）lt2287 ）比24

74，17 L＊ 72．1876 ．2881 ．1287 ．6483 、3675 ．2973 ．0968 ．4868 ．9766 ．2269 ．2371 ．43
0，02 a＊ 33，4622 ．1210 ．23 一6，3320 ．1で 一42．07 一30．65 一21．29 一4．3011 ．1926 ．1536 ．36
2．38 b＊ 2t1729 ，1441 ．2551 ．フ650 ．4118 ．91 一

〇．06 一12．14 一16．14 一20．12 一10．686 ．54
0．67 色 差 3．5f2 ．683 ．922 、016 ．50t97t333 ．941 ，222 ．974 ．722 ．65
4）M ．GyDeep （dp） 13＞dp218 ）dp427dp632 ）dp841 ）dp1046 ）dp1255）dpで460）dp1668 ）dp1874 ）dp2083）dp2288 ）dp24
69．03 L＊ 46．3655 ．2762 ，7664 ．6264 ．3154 ．8047 ．5341 ．ア541 ，4441 ．8247 ．7446 ，06
0．04 a ＊ 39．1530 ．9419 ．885 ．28 一16．26 一26．55 一22．36 一8，442 ．7916 ，5026 ．6730 ．92
t68 b＊ 13．7328 ．8940 ．5648 ．6529 ．02837 一5．78 一16．53 一21．49 一23．48 一14．351 ．03

1．02 色差 2．611 ．38t762 ．751 ．981 ，86t763 ．742 ，623 ．552 ．261 ．42
5）M ．GyPale （P） 19）P4 33）P8 47）p12 61）P16 75）p20 89）P24

60．06 L＊ 81．16 89．12 83．53 79．81 77．12 79．24
0．04 a＊ 13．15 一6．61 一20．25 一12，69 3．96 17．09
1，68 b＊ 18．46 35．84 13．66 一6．11 一11．56 2．80

2，18 色 差 1．84 4．25 1．26 3，25 1．74 297
6）M ．GyLt ，Gy．　ltg） 201tg6 34）ltg8 48）ltg12 62）ltg16 76）ltg20 90）ltg24

50，02 L＊ 68，66 70．22 69．04 63．69 61．18 65．51一
〇．34 a ＊ 11．42 一〇．035 一7．97 一4，69 3、33 8．93
0．38 b＊ 7．49 f7．01 2．92 一5．30 一936 0．58

t12 色差 2．43 1，39 2．07 L76 1．52 1．66
7）Dk．GyGrayish（9）149221 ＞96289635 ）g842 ）g10499 オ256 ）g146391664 ）91877 ）g2084 ）g229D924

45．47 L＊ 51．7452 ，6953 ，3755 ．0556 ．5056 ．5449 ．6352 ．948 ．5949 ．8451 ．8652 ．79一
〇．56 a ＊ 11．697 ．844 ．86 一

〇．36 一6．5下
一7．50 一8．96 一4．准3 一1．964 ．516 ．349 ．47

一〇．50 b＊ 4，566 ．5310 ．899 ．739 、593 ．15 刊 ，0τ 一4．37 一9．61 一8．74 一6．290 ．95
1．49 色差 2．691 ．890 ．742 ．542 ．352 ．063 ．832 ，501 ．732 ．362 ．282 ．86
8）Dk．GyDull 　d） 22）d6 36）d8 50）d12 64）d16 78）d20 92）d24

37．90 L＊ 61．63 68．50 60．81 55，20 42．30 55．3
0．68 a＊ 2t12 3．08 一18，22 一9．22 10．51 18．25一1．15 b＊ 21．68 41．14 6．92 一11．23 一16．23 一

〇．63
1．09 色差 2．32 2．13 3．29 1．89 3．01 1，66
9）Bk． Dark（d） 23）dk4 37）dk8 51）dk12 65）dk16 79）dk20 93）dk24

31．52 L＊ 55 ．26 50，97 54．48 44β2 45．14 45．14
0．77 a ＊ 9，44 1．70 一8，56 一2．77 4，31 10，30
0．67 b＊ 691 19．03 3．47 一6．20 一7．90 一1．03

書．30 色 差 3．86 2．19 4．02 3．43 2，43 1．53
刈 各桝目は 上 か ら、  色番号 ） P．C．C，S による 略号   CIEL＊a ＊b＊の 明度   a＊   b＊   色票の相互色差
＊2       は ラン ダム サン プ リングに よる各色紙 の L＊，a＊，b＊の 算術平均 に よる値 である。
＊3   は上 で用 い た 色紙 につ い てCIE表色系 に よる相 互 色差を算出 し、それ らの 累 積中位 数 に よる 値 で ある。

『「騒色」と言 うことばからイメ
ー

ジされる色を別紙の

色票 か ら 3 色選ん で その番号を ご 記入 くださ い 。』と い

う形式で ，「落着いた街並み」
・
「活気の ある街並 み」・

「セ ン ス の い い 街並み」 につ い て も 同様の 質問を して

いる。尚 ，こ れ らの 言葉は 「騒色」と 「活気の ある街

並み」を 「動ぎを感 じさせ る」言葉 と考え ，「落着い

た街並み」「セン ス のある街並み」を 「動 き の 感 じ が

少な い」言葉と考えて ．選択 した もの で ある。尚，選

択 した色 に順位は付け て い な い。こ こ で 「「騒色」を知 っ

て い るか どうか 』と 「そ の 意味を理解で き る がどうか』

につ い て も質問を して い る 。

　調査票に添付 した色票は費用の点か ら，参考文献 ］

の 色紙を使用 した 。 従 っ て ，厳密な色管理が期待で き

な い の で ，使用 した色票か ら，無作為に 50サ ン プル

［− 227 ［一 ＝＝コ
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を抽出し，色差を算出 し 1 検討する事に した 。 測色は

MINOLTA 　CR200 で ，表色系は CiE　L ＊ a ＊ b ＊
である 。

各色 につ い て 50 サ ン プル の相互色差を算出 し，その累

積 中位数を求めた 。 この結果，最も色差の大きい色 は

「明る い赤みのオ レン ジ」の 7．45 で あ っ た。こ の 色差

は概ね マ ン セル色票のとな りあ っ た色程度と考えられ

る。従 っ て，この 程度の色むらのある色票 を用いた調

査 で ある事
・
色紙 の 下 に色名の あ る 色 票 で ある事を前

提に考察を進め る。次 に，ここで用 い た 50サン プル

に つ いて L ＊ 、 a ＊ ，　 b ＊の 算術平均 を求 め ．こ の値

を各色 の 色度値と した 。 こ れ らを表 2 に
一

覧表 に して

示す。

2　「騒色」　1こつ し、て

　「騒色」 は参考文献 2で示す様に造語で ある。従 っ

て ，こ こ で 取 り上げる 「活気の ある」「落着いた」等

と全く同列に扱う事 はでぎないと考え ．「騒色」に 対

する知識とその理解を問う質問を用意 した 。 図 2 は ，

男女 ・年齢別にみた 「騒色」に対する知識と理解の関

係で ある。尚 ，図中の数値は平均値で 、「知 っ て い る ・

男性」の場合 ，全体の 25．40／oが 「知 っ て い る」と回答

した事を意味する 。「「騒色」に対する知識」は ，『「騒

色」を知 っ ていますか 」、と言 う質問 に 「よ く知 っ て い

る 」と 「聞 い た事がある」と 回答した割合で ，「「騒色」

に対する理解』は 1 「騒色」の言葉の意味を問 う質問

に 『「騒色」を前か らよく理解 して い た 1 と 『「騒色」

を漢字か らおよその意味を理解で きる』と回答 した割

合で あ る。全体と して ，「騒 色」を日常的に使う言葉

と し て 知 っ て い る 回 答 者 は概 ね 20％ 程度 で あ る

が，700／o程度の 回答者が漢字の 意味か らおおよその理

解をして い る 。 当然 の 事 な が ら ，高齢者ほ ど知識も理

解もあ り 1 女性 は男性 と比較して ，「聞 い た事がある」

害1」合は低い が ，「意味を理解 している」程度 は高い 傾

向を示す 。 従 っ て ，「騒色」に つ い て そ の言葉 の惷味

を大多数の回答者が理解 して い ると考えた。又 、他の

3 つ の 言葉 につ いても ，程度の 差は あ っ て も 「大多数

が理解 している」と考え，以下の考察を進め る 。

　こ こ で 「騒色」につ いて イメ
ージする色を添付の色

票か ら 3色選択 して も らっ た。図 3は ，出現頻度の高

い上位 20色を，高いII頃に示すも の で ある。凡例 に示

す明度
・
彩度の値は出現頻度を重 み とする上位 20色 の

加重平均である。「騒色」の場合，「さえた赤」が他の

色を引離し，659／off 度 と極めて高い出現頻度を示す 。 2・

3 位 （「さ えた赤 み の オレン ジ」・「さえた黄」）とは 20

1◎◎

50

0O
−14歳 25 −34歳 45−54歳

図 2 年齢 ・性別に 見た 「騒色」に対する理解
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図 3　「騒色」 の イメ
ー

ジ色 （上位 20色）
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〜　300／o ほど の違いがある 。 これは「赤」の持つ 色 の メ ッ

セ
ー

ジが 大ぎ く関わ っ て い ると考え られる 。

　加重平均 による彩度 は男女共にに 50〜 55 程度で大

きな違いは見られな い が 、明度は女性 （概ね 60）が男

性 （概ね 45）を上 回り，比較的高 い明度 の 色 を選択し

て い る 。

　上位 10色ま で は色相では赤を中心とす る ビビ ッ ド

ト
ー

ン が大半を占める 。 下位の色はダー
ク ・ダル ト

ー

ンが多くな り，色相も青
・
緑 とどち らかと言うと寒色

系が増加す る。こ の様な色 の 中で無彩色の 黒が 5 位に，

ダー
クグ レイも 19位に登場する。無彩色は 「騒色」

との 関連を感じさせな いが，黒等 は極め て 個性の強い

色と言う事が で き，建築色彩に関 して 注意深く用 い る

べ きと考える。

3　「落着い た」「活気のある」「セ ン スのい い」街並 み

　 のイメ
ー

ジ色

　 図 4 ・5 ・6 は，「騒色」の 場合と 同様 に回答 して も

ら っ た色の 上位 20 色を示 したものである 。 図中の数値

は 「騒色」 の 場合と同様 ，出現頻度を重みとする加重

平均による明度
・
彩度の値で ある。加重平均による明

度
・
彩度の値は，「騒色」と異なり．3者ともに大 きな

男女差が見 られ な い 。 又 ，「騒色」の 「さえた赤」の

様に際立 ⊃ て高い出現頻度を示 す色も見当た らな い。

　「騒色」 と 「活気のあ る街並み」は調査票 を作成す

る段階 で は比較的似た傾向を示すもの と考えて い たが ，

「活気の ある街並み」は明度 （「騒色」と比 べ て男性

で 30 ・
女性 で 15程度 高い ）が相当高く，明 らかに異

な る傾 向を示 す。「騒色」は 「さえた赤」等の ビ ビ ッ

ドト
ー

ン が圧 倒的多数を占める が，「活気の ある街 並

み」の場合は，ビビ ッ ド
・ブライ ト・ラ イ トトーン に

分散する傾向を示 す。

　 「落着いた街並み」「セ ン ス の い い街並み」は色の選

択傾 向で みる限り同様の 傾向を示 す。 上位 20色の内 ，

無彩色 に一部一方に 選択されな い 色があるものの ，大

多数が共通し ，その順位も大きな変化がみ られな い 。

しか し，「灰みの オ リ
ー

ブ」 「うすいラ ベ ン ダー」の 2

色 は、「落着いた街並み」の 場合はそれぞれ 8，13位，

「セ ン ス のい い街並み」の 場合は 16，5位と、傾向は

全 く逆で あるが ．順位に して 2 倍程度の開 きがある。

又 ，こ の 両者は比較的明度の高く，彩度の低 い 色を選

択する傾向が大き い 。

　「活気の ある街並 み」 「落着 いた街並み」「セ ン ス の

い い街並み」における男性と女性の傾向はよ く似て い
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宀
且上（色ジメイのみ並萄踊しいのスンセ

る 。 しか し，細か く観察すると 1 「活気の ある街並み」

の場合 ，上位 10程度 までは男性が女性をやや上回 り、

「落着ぎ の あ る街並み」「セ ン ス の い し、街並 み」の場

合は女性が男性をやや上回 る傾向が見 られる。第 1位

の色 は ，「活気のある街並み」の場合 「うす い螢」．「落

着い た街 並み」「セ ン ス のある街並み」の場合は 「灰

み の 黄」で ，「活気の ある街並み」「落着いた街並み」

「センスの いい街並み」における第 1位の 色は，出現

頻度の男女差が大きい。女性が高く男性を 5〜 10％ 程

度上回る。又 ，こ の色の色相が 「黄」 である点も興味

深 い。

　一方，「騒色」には全 く出現 しなか っ た 「臼」が上

位 5以内 に 100／o 程度の 出現頻度で出現 する 。 「騒色」

の 場合は 「黒」が ほぼ同 じ 割合 で 選択された。又 、無

彩色の選択傾向がそれぞれ の場合で 異なる。上位 20色

の 内，「騒色」 の 場合無彩色 の 出現頻度が 2色 ，「活気

の ある街並み」で無彩色が 1色，「落着い た街並 み 」

で 無彩色が 6色 ，「セ ン スのい い街並 み」で無彩色が

4 色 で ある。「騒色」 と 「活気のある街並み」が動き

の ある事象とすれば ，「落着 いた街並み」 と 「セ ン ス

の い い 街並 み」は動き の 少な い 事象 で ある。従 っ て ，

動きの 感 じ られ る言葉は無彩色の割合が高く、逆に動

きの少ない と考え られる言葉は無彩色の度合い が高い

ともいえよう。

4　まとめ

　「騷色」 「活気のある街並み」「落着いた街並み」「セ

ン ス の い い 街並み」の 4 つ の事柄から印象付 け られる

色に つ い て 考察 して きた。

　第 ］位の色が最も出現頻度 が高い のは ，「騒色」F 次

い で 「落着い た街並み1 「セ ン ス の い い 街並み」「活気

の ある街並み」の川頁で ある。こ の順に特定の色にイメ
ー

ジが集 申する傾向がある と 言え，最も少ない 「活気の

ある街並み」は ，色が上位 20色以外の色にも出現頻

度が分散 し，色彩的に 「活気」を演出する＄の難しさ

を物語 っ て い ると言 えよう。

　 こ の 2〜3年 「黒」が様々な分野で流行 して い る と

い われ て いる。しか し，「黒」を面積的に大 きい外壁
・

屋根等に 基調色 として使用 した場合，隣近所 の 配色 に

も よるが，「騒色」と評価される可能性がある 。 従 ：）

て ，街並み と しての配色 を考 慮 して ．「黒」 を使 うべ

ぎ と考え る 。こ れ に対 して 1 「白」は
一

般に比 較的 プ

ラ ス の イ メージが強い （活気 ・落ち着き ・セ ン ス な ど

で 上 位に選択 されて い る。）が、特に降雪地域で は ，

冬 に連続 した建 て 売 りを見ると ，うら寂 しい印象 を受

ける 。 これなども 「落着き」を演出した い の で あれ ば、

図 4の結果か ら比較的高い 割合を 示す色か ら 選択 し た

配色 ，基調色か ら色差のあるアクセ ン トカラ
ー

によ っ

て変化をつ ける こ とも考え られよう。今回の 集計結果

か ら得 られた内容を以下 に箇条書きに して 示す 。

1色相 「紫」 と 「赤紫」 は 「騒色」で は半数弱の出現

　 頻度があるが ，「活気のある街並み」「落着いた街並

　 み」「セ ン ス の い い街並み」につ い て は全 くな い 。

2 「無彩色」の選択傾向をみると，「騒 色」 1活 気のあ

　 る街並み」に対する出現頻度が概ね累 計で ］0〜 20％

　 に対し，「落着いた街並み」「セ ン ス の いい街並み」

　 に対する出現頻度は概ね累計で 50〜 7096を占め，対

　 照的で ある。

3 「騒色」における出現頻度は 「ビビ ッ ド ト
ー

ン」が

　 極め て 多く ，ビビ ッ ドトーン から 2色以上選択 した

　 回答者が相当い る。

4 無彩色の 選択で ，「騒色」に つ い て は ，¢ 黒 £ の 出現

　 頻度か高く，「活気の ある街並 み 」「落着い た街並 み」

　　「セ ン スのいい街並み」 につ いて は 「自」の出現頻

　 度 が高い 。出現頻度 も比較的似かよ り 10％ 前後を示

　 す。

5 「落着ぎのある街並み」「セ ン ス の い い街並 み」の
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　イ メ
ー

ジ色 は ペ ー
ル ・ラ イ トグ レイシ ュ

・グレ ィ

　シ ュ
・ダル ・ダークの トーンに集中し，ビビッ ト

・

　ブライ ト
・
ライ ト

・
デ ィ

ー
プ ト

ー
ン には全 くみ られ

　 ない。

6加童平均に よる 明度から，「騒 色」は 50前後の中明

　度、他の 3 者は 70 前後の 比較的高明度色を選択 し

　 ている 。

7 加重平均による彩度か ら，「騒色」と 「活気のある

　街並み」は 50前後の 高彩度色 ，「落着いた街並み」

　 「センスのいい街並み」は 10前後の低彩度色 を選択

　 して い る。

　こ こ で は F4 つ の イメージに対 して選択川頁位とその

割合につ いて考察 した 。 これ らは 、こ こで対象にした

住宅色彩決定の 目安の 1 つ と して 使用される事を期待

する。

〜P83

（受付日 ： ］999年 7 月 12日）

著者紹介
　 　 　 　 　 　 　 　 だ む ヨ レ 　　 ニ コ　や

1藻蠡

黶 鷺雌 ，日 生

；：：1臨蘇 岬 年 ・護 ・業大学臓 ・

・

糶 穂 讖 士認 工 学研究科藤 学専攻修了
　　　　　　 ，　　rm　　

鱗 欝 諜繋
瞬 築学鑷

　 　　 　　　 　　 工 学博士

北海道工業大学　建築工学科　助教授

参考文献

1　 大 田昭雄
・
河原英介 ： 「色彩と配色」，グ ラ フ ィ ク

　社

2　児玉晃 ，「日本にお ける景観色彩の諸問題」，色彩

　研究 ，VQL38 ，No．1，P2 〜PlO

3　松岡武 ，「色彩とパ
ー

ソ ナ リテ ィ （決定版 ）」1金子

　薔房

4　 坂原弘也 ，「
一

対比較法による市街地 の 色彩環境評

　価の試み］，日本色 彩学会誌，Vol．19，　 Supp 「eme ［t

　 　 1995，　P98〜P99

5　 坂原弘也，「実態調査による 「騒色」の イメ
ージ

　色 につ いて」，日本色彩学会誌 IVol ．20，　 Supplement

　　l996，　P42〜P43

6　 Koya 　SAKAHARA ，
1’
】MAGECOKLOR 　OF 　THE

　
ICOLOR

　POLLUTION ’
；ACASESTUDY ［N

　 SAPPORO 　AND 　IT’S　SUBURBS ，　AIC　Color　97

　Proceedings　o†the　8th　COngress　of　the

　 international　Coror　Associatio「lt　p87］〜 P874

7　坂原弘也，「イメ
ージと色選択に つ い て 」，日 本色

　彩学会誌 ，VoL21，　 Supplement　 1997，　 P71〜 P72

8　 坂原弘也 ： 「街並みイメ
ー

ジとそ の 色 選択 に つ い

　て」．カラ
ー

フ ォ
ー

ラ ム JAPAN
’
97論文集 P129−

　 1329

　 坂原弘也 F 「印象に よる色選択の割合に つ い て」，

　日本 色 彩 学会 誌 ，Vol．221　 Suppleme ∩t　 1998、
　 P48 〜P49

10 坂原弘也 ，「印象の 色選択に つ い て 　そ の 2」 1日

本色彩学会誌 ， Vd．23，　 Supplement　 1999，　 P82

［＝ 一 ：＝］ 231 ［＝＝ 1＝ II＝ II　 ：＝＝＝＝＝＝＝＝］
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　


